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はじめに

この図書は、業務を自動化するにあたってのRequirement実現方案を検討するフ

レームワーク並びに、その使用方法をまとめたものです。

異文化のメンバーによる討議において、記載要領を守ることで以下を実現できます。

✓ Requirementを確認すべき区分を示し、会話に基軸を与える。

✓ Requirementの事象分解法を示し、対象の理解と情報の整理を促進する。

✓ 明確にした対象に対し「何を使ってどのように対処するか」並びに「その為にどの様

なものが使えるか」について分類法を示し、より具体的に調査や検討を推進する。
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１．管理Noルール
⚫ 管理Noは、５桁のコードで、以下のルールにて各レベルの区分ごとの附番を行う。

⚫ なお、附番の桁数が足りなくなる場合は、上位カテゴリの分類が十分でないという目安なので、上位のカテゴリを再考するとよい。

⚫ 管理Noは、Requirementに対して発行するもので、さらに分解した要素である事象分解や対応Functionについては発番しない。

＜５桁附番のルール＞

[L1区分：１桁][L２区分：１桁][L３区分：１桁][L３内の事項シリアル番号：２桁]

例）L1：「２．拘束条件」、L2；「ISSUE」、L3；「情報活用を阻むもの」における

事項が「価値観」「風評」の場合

価値観 ⇒22101

風評 ⇒22102



２．Requirementカテゴリ
（１）大区分（L1）の区分について

⚫ 当活動はプロジェクトマネジメントにAIを適用するものであるため、大区分は次にあげる６つとする。

「１．解消・実現したい事象（目的・目標・前提条件、背景、要点、課題、事業要求事項・描くToBe像）」「２．拘束条件

（PESTEL；政治/キャッシュフロー/社会情勢・風土/技術/実行環境/法・規格によるもの）」「３．システムSPEC要求」「４-1，

利用可能技術（センシング技術・製品）」「４-2，利用可能技術（収集技術・製品）」「４-3，利用可能技術（分析技

術・製品）」

（２）L２・３レベルについて

⚫ L２は、上記大区分の括弧内に記載されている事項から、関連する事項を発想してリストアップする。

⚫ L３は、同様にL２を構成する事項をリストアップする。

（３）事項、補足・備考について

⚫ L3を構成する様々な事項を、記載する。

⚫ 事項はキーワードを記載し、補足・備考にてキーワードの内容を具体的に示す事象などを記載する。

⚫ この時、５W１Hを明確にして、何が発生するのかわかるように記載すると、次の事象分解が行いやすい。

⚫ １つの事項を構成する補足はN個記載があってもよい。この時は、親となる事項のセルをマージして、明確に子要素となる補足記載

が判る様にする。



３．事象分解カテゴリ
Requiremetの補足・備考欄に記載した内容をもとに、どのような原理でそれが発生するかを明確にしていく。

（１）System、SubSystem、Entityについて

⚫ Systemには、「プロジェクトマネジメント」と、それを取り巻く「プロジェクトマネジメント実行環境・土壌」に

分類される

⚫ SubSystemは、プロジェクトマネジメントに影響を与える、右表の１６項目の分類を行う。

⚫ Entityは、SubSystemを構成する管理機能（ツールと技法）を記載する。

なお、各事項ともに、上位概念であるRequirementに対し、子要素として存在し、各上位

概念に対し、複数個存在しうる。

⚫ また、異なる上位概念に対し、下位で同じ要素が出た場合は、同じ事項を記載するか、

記載を参照することを明記する。

（２）備考について

⚫ Entityで明示した管理機能で、どのような事が起きるか、記載する。

⚫ この時、できるだけ５W１Hを明確にした記載とした方が、次の対応Functionの

記載が容易になる。

（３）フローダウンRequirementについて

まれにSystem、SubSystem、Entityの分解をすると、Requirementに相当する事項が

浮かび上がってくる場合がある。この時は、適切なRequirementカテゴリに記載を行い、

そのRequirementをリプライする番号を記載する。



４．対応Function（SolutionSPEC）カテゴリ
事象を分析したのち、その事象を解消するための対応処置法について、人が行うべきものと、ソフトやハードで処置すべきものについて記

載する。

（１）Equipment（SW/HW/HM/媒体）機能、備考について

⚫ 処置を実現する機能についてSW、HWといったもので、自動処理するものについて記載する。

⚫ 機能には端的に実現機能を記載し、備考に、処理の詳細を記載する。

（２）人の機能（運用・役務作業）、備考について

⚫ Equipmentが正しく機能を発揮するために必要となる補助作業や、そもそもEquipmentではなく人が処理するものについて記載す

る。

⚫ 機能には端的に実現機能を記載し、備考に、処理の詳細を記載する。
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